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令和５年度

決算審査決算審査
　今定例会に市長から提出された令和５年度一般会計、特別
会計及び公営企業会計の決算について、歳入歳出予算の執行
が正しく行われたか慎重に審査し、本会議、委員会でいずれ
も認定いたしました。
　主な内容は次のとおりです。

特別会計・公営企業会計も全て しました。討 論

　都市計画税は街路整備事業など
に充当されており市街化区域の住
民にだけ課税するものではないこ
と、保育所給食業務は各職種が綿
密に連携する必要があることから
民間委託は認められないこと等か
ら反対する。

▼反対の立場

▼賛成の立場

特別会計 歳　入 歳　出

国民健康保険（事業勘定） ８４億４７７万７,10８円 ８３億７,01６万２,７99円

国民健康保険（南高麗診療所勘定） ６,４８1万８,６３0円 ５,４10万２,0８６円

国民健康保険（名栗診療所勘定） ６,09８万２,４91円 ５,６５1万1,４７８円

笠縫土地区画整理 ６億２1２万２,1３1円 ５億７,３３３万８,２８0円

双柳南部土地区画整理 ３億８,２３７万６,1８9円 ３億４,２1２万1,６８４円

岩沢北部土地区画整理 ３億５,1７1万２,9５５円 ３億３,019万５,６４２円

岩沢南部土地区画整理 ５億9,６８７万５,８２５円 ５億８,0８３万６,６09円

介護保険 ７0億７,６４9万1,８３７円 ６８億9,８６５万9３1円

後期高齢者医療 1２億1,２５３万４,７３２円 1２億1,0５３万３,５1２円

訪問看護ステーション ５,２５５万８,６３３円 ４,７２７万７,３８9円

公営企業会計 収　入 支　出

水道事業
収益的 19億1,６４６万３,1７２円 1７億３,0５６万２円

資本的 ４億２,６４9万２,８７４円 9億８,1３0万２,６５0円

下水道事業
収益的 ２0億６,２0４万７,４４0円 1８億５,２７9万２,0８0円

資本的 ５億６,５２３万８,８90円 11億８,２9６万７,1５８円

一般会計歳出決算
319億286万774円
※割合（％）は端数調整しています。

一般会計歳入決算
334億8,730万2,130円
※割合（％）は端数調整しています。

総務費
12.1％

教育費
9.4％

民生費
39.7％

土木費
11.6％

公債費
9.6％

衛生費
8.5％

商工費  2.8％
農林水産業費  1.2％

消防費  4.1％

議会費  0.7％
災害復旧費  0.3％

労働費  0.0％

国庫支出金
18.3％

地方交付税
15.1％

市税
37.1％

諸収入 2.5％
市債 3.1％

繰越金
6.1％

県支出金 
5.5％

地方消費税
交付金 
5.5％

繰入金 1.7％
その他 5.1％

　コロナ禍が明け、市民にとって
は生活再生、商工事業者にとって
は経済再生となる年であった。そ
のような状況で令和５年度決算は
着実な追い風となる適正な予算執
行であったことから賛成する。
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令和5年度歳入歳出決算の審査!!

市税収入

公立保育所の給食

空き家対策

介護保険

住民票等
各種証明書の交付

医療機関検診

国民健康保険

地域公共交通

問 個人市民税、法人市民税の動向は？

問 食育の推進状況は？

問 空き家バンクの成約状況は？

問 介護サービスの利用状況は？

問 コンビニ交付サービスの利用状況は？

問 子宮頸がん検診の実績は？

問 被保険者数の状況は？

問  おでかけむーま号の運行実績は？

答  個人市民税は約45億5,100万円、前年度比
1.3%の増加。法人市民税は約５億2,500万円、
前年度比11.6%の減少。

答  給食の献立に地場産のマコモダケやノラボウを
取り入れたり、旬の食材を多く使用するなど季
節の行事食にも力を入れている。

答  物件登録は7件、利用者登録は2８８件。このう
ち売買4件、賃貸1件の計5件が成約に至った。

答  保険給付費全体では前年度比4.5%増加。その
うち介護サービス給付費、介護予防サービス給
付費における訪問系サービスが８.８%、通所系
サービスが3.2%の増加。

答  市民課分の交付件数は1万4,120件。このうち
マイナンバーカードを利用したコンビニ交付に
占める割合は21.5%。

答  20歳以上の方を対象に指定医療機関で実施し、
８42名が受診。21歳になる方と40歳から60歳
になる方には5歳刻みで個別勧奨通知を送付した。

答  令和5年度末1万1,456世帯、1万6,943人で前
年度比391世帯、８35人の減少。団塊の世代が
後期高齢者医療保険へ移行したことなどが要因。

答  精明地区・加治地区は運行1,136便、利用者
4,7８5人。原市場地区は運行5,371便、利用者
1万6,８８7人。南高麗地区は運行2,８31便、利
用者7,2８3人。

一般会計

国保会計介護会計

地域公共交通

  おでかけむーま号の運行実績は？

国民健康保険

 被保険者数の状況は？
 令和5年度末1万1,456世帯、1万6,943人で前

国保会計

問 コンビニ交付サービスの利用状況は？ コンビニ交付サービスの利用状況は？



9月議会は、9月６日から１０月１日までの2６日間開かれ、市長提出議案3１件､
請願１件、その他2件について審議等を行い、全て議決しました。
9月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。 議案等の上程
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【議案第59号】飯能市防災減災基金条例

【議案第６2号】令和６年度飯能市一般会計補正予算（第２号）

【議案第６０号】	飯能市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例
の一部を改正する条例

·障害児通所等給付費負担金

·こどもの生活・学習支援補助金

問 基金設置の経緯や目的は？

問 改正の内容は？

問 増額の内容は？

問 補助金の内容は？

答  ふるさと納税の「災害に強いまちづくり」に寄附をいただいたこ
とから、自然災害に強く、環境に優しいまちづくりの実現を図る
ため、災害等への備えを強化し、防災または減災に関する事業の
充実を進めていくもの。

答  ひとり親家庭等医療費支給制度において前年度市町村民税課税の
対象者が外来、入院の際に医療機関へ支払っていた自己負担金を
廃止するもの。

答  障害児通所支援サービスの利用者数が増え、給付額が前年度同時
期に比べ1.4倍に増加していることから各サービスの伸び率に応じ、
年度末までの見込み分を増額するもの。

答  児童扶養手当受給世帯相当または低所得子育て世帯、住民税非課
税世帯などの20歳未満を対象に大学等を受験する際の受験料の補
助を創設するもの。

☝全ての議案はこちらから



委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。議 決
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議案質疑を経て、議案は３つの常任委員会に付託され、詳細に審査しました。 

令和６年度飯能市一般会計補
正予算（第２号）

令和６年度飯能市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

令和６年度飯能市一般会計補正予算（第２号）

令和６年度飯能市一般会計補正予算（第２号）

問  図書館費の財源振替の内容
は？

問  地域支線交通事業運行経費補
助金の内容は？

問  藤田掘の浚渫を実施する場所
は？

問  小・中学校机の西川材天板の
修繕とは？

問  訪問診療等オンライン資格確
認導入の内容は？

問  浅間地内の雨水対策工事の内
容は？

答  企業版ふるさと納税を寄附い
ただいたことから、飯能市で
生まれ育つ赤ちゃんとその保
護者へ絵本をプレゼントする
ブックスタート事業に充当す
るもの。

答  原市場地区及び南高麗地区を
運行している乗合ワゴンの１
台が老朽化したため、車両の
購入経費として補助するもの。

答  飯能高校グラウンド裏から上
流で、令和４年度に浚渫を行
った箇所から引き続き約200
メートルを実施するもの。

答  小学校に導入した杉天板、中
学校に導入した桧天板の両方
を修繕するもので、塗装をし
て表面の硬度を高めるもの。

答  南高麗診療所、名栗診療所の
訪問診療においてマイナ保険
証の利用を希望される方のオ
ンライン資格確認に対応する
ため端末等を導入するもの。

答  聖望学園の双柳グラウンド付
近等に側溝を整備するとともに、
道路の水が側溝へ流れるよう
舗装整備まで実施するもの。

総 務 教 育
委 員 会

生 活 福 祉
委 員 会

経 済 建 設
委 員 会

委 員 長 椙田　博之
副委員長 長谷川順子
委　　員 武田　一宏

中元　　太
大津　　力
新井　　巧

委 員 長 関田　直子
副委員長 熊田　尚子
委　　員 パタソンひとみ

金子　敏江
加藤由貴夫
鳥居　誠明

委 員 長 坂井　悦子
副委員長 栗原　義幸
委　　員 野口　和彦

滝沢　　修
加涌　弘貴
野田　直人



令和6年9月定例会　議決結果
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■賛否が分かれた議案

■全会一致の議案

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

※野田議員は議長のため、採決には加わっていません。

議案
番号

議席番号・議員名

議　案　名

１ 2 3 4 5 ６ 7 8 9 １０ １2 １3 １4 １5 １６ １7 １8 １9

議決結果
熊
田　
尚
子

長
谷
川
順
子

武
田　
一
宏

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み

坂
井　
悦
子

栗
原　
義
幸

中
元　
　
太

関
田　
直
子

大
津　
　
力

野
口　
和
彦

椙
田　
博
之

滝
沢　
　
修

新
井　
　
巧

金
子　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居　
誠
明

加
涌　
弘
貴

野
田　
直
人

６１ 飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 原案可決

６9 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 原案可決

認定１ 令和５年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 認　　定

認定2 令和５年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 認　　定

認定8 令和５年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 認　　定

認定１０ 令和５年度飯能市水道事業決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 認　　定

請願3
阿須山中の市有地を賃貸借した事業者の事業破綻に伴い事業承継
について疑義があるため、地方自治法第１００条に基づく特別委員
会の設置を求める請願

× ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × － 不	採	択

議案
番号 議　案　名 議決結果

7６ 教育委員会委員の任命について（半田　収	氏） 同　　意
58 飯能市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
59 飯能市防災減災基金条例 原案可決
６０ 飯能市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
６2 令和６年度飯能市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
６3 令和６年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
６4 令和６年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決
６5 令和６年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決
６６ 令和６年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決
６7 令和６年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決
６8 令和６年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
7０ 市道路線の廃止について（大字原市場地内） 原案可決
7１ 市道路線の認定について（大字原市場地内） 原案可決
72 財産の取得について（追認） 原案可決
73 財産の取得について（追認） 原案可決
74 令和５年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決
75 令和５年度飯能市下水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決
認定3 令和５年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定4 令和５年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定5 令和５年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定６ 令和５年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定7 令和５年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定9 令和５年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
認定11 令和５年度飯能市下水道事業決算の認定について 認　　定
77 令和６年度飯能市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

特定事件の閉会中における継続審査申し出の件（総務教育委員会・生活福祉委員会・経済建設委員会） 申出書のとおり
議員派遣の件 派　　遣

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
新
野
豊

次
氏
が
令
和
６
年
９
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

の
で
、
新
た
に
半
田
収
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

全
員
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

半田　収 氏

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ひ
び
き
」
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
議
会
だ
よ

り
を
音
訳
し
て
い
た
だ
い
た

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」を
飯
能

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

声
の
議
会
だ
よ
り

（
市
議
会
だ
よ
り
の
音
声
版
）
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一般質問

一　 般　 質　 問

市政に対する

飯能市イメージキャラクター
夢馬（むーま）

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視点から質問し、
説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１5人の議員が登壇しま
した。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次元コードから、
該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

	

「
飯
能
ま
ち
な
か
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
ふ
ま
え
、
空
き
店
舗
を
活
か
す
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
実
態
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
。

	

目
視
で
調
査
し
元
々
店
舗
で
あ
っ
た

建
物
約
１
５
０
。
内
、「
空
き
店
舗
」

と
表
示
の
無
い
建
物
は
約
１
３
０
。

こ
れ
ら
の
物
件
所
有
者
と
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
、
貸
店
舗
化
等
の
活
用
の

可
否
や
課
題
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
て
い
る
。
課
題
解
決
に
向
け
、
貸

店
舗
化
に
向
け
た
「
大
家
の
学
校
」

の
開
催
や
物
件
所
有
者
と
借
り
手
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

さ
ら
に
物
件
所
有
者
に
対
す
る
貸
店

舗
化
促
進
の
補
助
金
制
度
を
検
討
す

る
。

	
職
員
が
地
域
貢
献
に
資
す
る
兼
業
を

行
う
事
に
つ
い
て
の
見
解
と
基
準
の

設
定
を
。

	

公
務
以
外
の
分
野
で
活
動
す
る
こ
と

は
幅
広
い
人
脈
形
成
、
様
々
な
考
え

方
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
こ
の

問答問答

経
験
が
公
務
に
お
い
て
も
活
か
さ
れ

る
と
考
え
る
。
許
可
基
準
は
必
要
。

	

夏
休
み
の
「
サ
マ
ー
学
童
」
の
補
助

を
国
が
検
討
し
て
い
る
。
来
年
度
の

学
童
の
適
正
人
数
に
向
け
今
か
ら
準

備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

	

独
自
事
業
で
実
施
す
る
自
治
体
を
確

認
し
、
今
後
、
国
か
ら
の
通
知
等
を

注
視
す
る
。

	

岩
沢
運
動
公
園
に
熱
中
症
対
策
と
し

て
「
東
屋
」
の
設
置
を
希
望
す
る
。

	

現
在
設
置
の
予
定
は
無
い
が
、
東
屋

も
含
め
熱
中
症
対
策
を
調
査
・
研
究

す
る
。

問答問答

公園の東屋（イメージ写真）

関
田　
直
子
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

空
き
店
舗
を
活
か
す
ま
ち
な
か
。

職
員
の
地
域
貢
献
に
資
す
る
兼
業
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
。熱
中
症
対
策
。
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一般質問

野
口　
和
彦
（
参
政
党
）

学
校
問
題
小
・
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
に
つ
い
て

早
期
の
温
熱
対
策
の
実
施
を
求
め
る

育
委
員
会
と
し
て
は
ぜ
ひ
支
援
し
た

い
。

	

市
民
体
育
館
の
空
調
を
早
く
整
備
し

て
ほ
し
い
が
。

	

熱
中
症
対
策
も
急
が
れ
る
の
で
、
移

動
式
な
ど
様
々
な
方
法
を
考
え
て
い

く
。

	

ス
プ
レ
ー
缶
を
自
分
で
穴
を
あ
け
て

の
処
分
は
危
険
だ
と
思
う
が
。

	

他
市
に
学
ん
で
研
究
し
た
い
。

	

飯
能
の
水
道
、
井
戸
、
河
川
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
汚
染
は
大
丈
夫
か
。

	

基
準
値
以
下
で
あ
る
。

問答問答問答

出典：茨城県

	

近
年
の
温
暖
化
に
よ
る
夏
の
暑
さ
は

異
常
で
、
学
校
現
場
に
お
い
て
も
活

動
の
制
限
を
し
て
い
る
現
状
に
、
多

く
の
議
員
か
ら
も
小
中
学
校
の
体
育

館
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
設
置
の

要
望
が
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
面

で
の
懸
念
か
ら
未
設
置
で
あ
る
。
私

か
ら
も
、
改
め
て
体
育
館
の
空
調
設

備
の
導
入
は
早
期
に
対
応
す
べ
き
と

提
案
す
る
が
如
何
か
。

	

一
校
あ
た
り
数
千
万
円
の
費
用
が
必

要
で
導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

	

予
算
編
成
は
市
長
の
意
思
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
例
え
ば
、

茨
城
県
で
は
コ
ス
ト
を
下
げ
る
工
夫

と
し
て
屋
根
に
遮
熱
塗
料
を
塗
っ
て

お
り
屋
根
の
表
面
温
度
は
10
度
も
下

が
っ
て
い
る
。

　
　
埼
玉
県
で
は
内
沼
県
議
が
県
立
高
校

の
体
育
館
に
遮
熱
塗
料
の
使
用
を
提

案
さ
れ
既
に
19
校
に
設
置
済
み
で
、

コ
ス
ト
も
安
く
効
果
的
と
聞
い
て
い

る
。
本
気
で
予
算
編
成
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

問答問

	

市
長
部
局
と
も
連
携
を
し
、
鋭
意
取

り
組
む
所
存
。

	

市
長
の
明
確
な
意
思
に
よ
っ
て
工
夫

し
た
予
算
編
成
を
す
べ
き
。
財
務
部

長
に
聞
く
が
市
長
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
指
示
が
出
て
い
る
の
か
。
研
究
し

て
い
て
も
時
間
が
過
ぎ
る
ば
か
り
。

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
積
極
的

な
ご
指
示
を
お
願
い
す
る
。

	

市
長
か
ら
は
他
の
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
、
国
・
県
補
助
金
や
有
利
な

地
方
債
な
ど
に
つ
い
て
全
庁
的
に
研

究
を
進
め
る
よ
う
指
示
が
出
て
い
る
。

答問答

	

福
祉
の
川
寺
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て

夏
休
み
に
宿
題
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行

っ
た
。
涼
し
い
自
治
会
館
を
開
放
し
、

宿
題
を
見
て
あ
げ
た
り
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
子
ど
も
食
堂
を
や
っ
た
り
、

入
り
づ
ら
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

駄
菓
子
屋
を
や
っ
た
り
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
が
自
治
会
館
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
が
。

	

川
寺
モ
デ
ル
は
先
進
事
例
の
一
つ
だ

が
実
情
に
合
わ
せ
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
市
と
し
て
も
支
援
し
た
い
。

	

保
護
者
会
運
営
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
は

毎
年
児
童
と
と
も
に
役
員
も
入
れ
替

わ
り
運
営
が
厳
し
い
よ
う
だ
が
。

	

安
定
し
た
経
営
基
盤
と
運
営
体
制
の

た
め
、
法
人
に
委
託
す
る
な
ど
の
方

法
を
保
護
者
会
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

	
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
が
注
目
さ
れ
た
。
い
ち
早
く
子
ど

も
た
ち
に
も
体
験
さ
せ
た
い
が
。

	

ま
だ
市
で
は
開
催
で
き
な
い
が
、
民

間
で
開
催
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
教

問答問答問答

夏休み子ども宿題サポート
本人撮影

アーバンスポーツエキシビション
出典：飯能フィールドスポーツ協会

椙
田　
博
之
（
無
所
属
）

川
寺
モ
デ
ル
で
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を　
学
童
ク
ラ
ブ
の
課
題　
市

役
所
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
を
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一般質問

	

お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
、
森
林
文
化
都

市
と
し
て
新
た
な
拠
点
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
旧
吾
野
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

	

多
角
的
な
視
点
か
ら
、
住
民
利
用
を

前
提
条
件
に
利
活
用
の
早
期
実
現
に

向
け
進
め
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
、
活
用
の
基
本
的
な
考
え

を
ま
と
め
進
め
方
を
示
し
て
い
く
。

	

新
生
児
の
誕
生
祝
い
品
と
し
て
、
地

産
地
消
の
木
の
お
も
ち
ゃ
木
育
フ
ァ

ー
ス
ト
ト
イ
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

	

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
木
と
の
出
会
い

を
大
切
に
、
子
育
て
に
木
を
取
り
入

れ
る｢

木
育｣

を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

	

乳
児
健
診
等
で
使
用
の
保
健
セ
ン
タ

ー
は
老
朽
化
で
雨
漏
り
、
未
耐
震
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
駐
車
場
が
な
い
な

ど
不
安
や
不
便
と
の
お
声
が
多
く
あ

る
。
利
用
者
の
目
線
に
た
っ
た
土
地

の
有
効
活
用
を
し
て
は
ど
う
か
。

	

同
一
敷
地
内
に
あ
る
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
の
複
合
化
、
保
健
セ
ン
タ
ー

問答問答問答

事
業
の
実
施
方
法
等
含
め
検
討
。

	

飯
能
駅
周
辺
に
授
乳
が
で
き
る
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
は
必
要
。
西
武
鉄
道
、
奥

む
さ
し
観
光
協
会
・
商
工
会
議
所
等

と
連
携
し
て
進
め
ら
れ
な
い
か
。

	
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
、
子
育
て

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

施
策
と
し
て
西
武
鉄
道
、
関
係
機
関

と
情
報
共
有
、
協
議
し
て
い
く
。

	

８
～
１２
ヶ
月
は
成
長
・
発
達
が
著
し

い
時
期
。
健
診
や
相
談
会
実
施
を
。

	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
連
携
体
制

を
強
め
、
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

問答問答

	

家
屋
へ
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
住
民
が
土
の
う
を
よ
り
早
く
設

置
で
き
る
よ
う
、
公
園
や
公
共
施
設

に
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
緊
急
時

簡
易
土
の
う
置
き
場
）
を
設
置
で
き

な
い
か
。

	

設
置
場
所
や
管
理
方
法
な
ど
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

	

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
民
が
い
ち
早
く
ア
ク

セ
ス
で
き
る
か
が
重
要
。
そ
れ
に
は

早
朝
や
夜
間
で
も
利
用
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設
置
が
有

効
で
あ
る
。
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
。

	

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

設
置
は
有
効
だ
が
財
政
面
で
の
考
慮

も
必
要
で
あ
り
参
考
と
な
る
実
施
可

能
な
事
例
を
も
と
に
研
究
し
た
い
。

	
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
は
要
綱
の
策

定
か
ら
２５
年
を
経
過
し
、
ご
高
齢
者

の
お
一
人
住
ま
い
等
の
世
帯
は
増
加

し
て
い
る
。
資
格
要
件
の
緩
和
な
ど
、

制
度
を
見
直
す
べ
き
。

	

各
自
治
体
の
事
例
や
利
用
者
の
皆
様

の
ご
意
見
を
参
考
に
継
続
的
に
検
討

問答問答問答

し
た
い
。

	

市
役
所
窓
口
や
金
融
機
関
な
ど
で
聞

こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
の
支

援
と
し
て
、
新
た
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
耳
の
周
囲
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ

て
音
を
伝
え
、
集
音
器
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
も
の
。
イ
ヤ
ホ
ン
も
耳

穴
に
の
せ
る
だ
け
で
衛
生
面
の
支
障

も
少
な
い
。
本
市
の
窓
口
で
も
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

	

他
の
自
治
体
で
の
事
例
を
参
考
に
し

早
期
導
入
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問答

出典：川島町ホームページ

東京おもちゃ美術館（本人撮影）

熊
田　
尚
子
（
公
明
党
）

森
林
政
策
・
学
校
跡
地
利
活
用

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

栗
原　
義
幸
（
公
明
党
）

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

コ
ン
ビ
ニ
設
置
、
緊
急
時
通
報
シ
ス

テ
ム
見
直
し
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン



もっとはんのう市議会　令和6（2024）年11月１日　No.173 10

レ
ー
シ
ョ
ン
の
売
電
単
価
は
。

	

売
電
単
価
１５
円
で
計
算
。

	

林
地
開
発
許
可
後
令
和
２
年
１０
月
に

提
出
の
事
業
収
支
の
単
価
は
。

	

売
電
単
価
１８
円
で
確
定
し
、
提
出
。

	
２１
円
は
平
成
２９
年
度
の
売
電
単
価
。

ア
カ
デ
ミ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
取
得
は

平
成
３０
年
度
の
１８
円
。
２１
円
か
ら
１８

円
に
下
落
が
窮
境
要
因
と
す
る
の
は
、

問
題
で
は
な
い
か
。

	

よ
り
高
い
売
電
価
格
を
取
得
し
た
い

と
の
考
え
が
事
業
者
の
提
案
書
に
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

答問答問答

オ
バ
ト
ル
が
あ
り
、
周
知
を
行
う
と

共
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
読
書

に
親
し
む
活
動
と
し
て
推
進
す
る
。

	

財
政
力
指
数
の
厳
し
い
自
治
体
で
も
、

子
ど
も
の
貧
困
や
連
鎖
を
防
ぐ
取
組
、

親
の
経
済
力
に
関
係
な
く
全
て
の
子

ど
も
が
格
差
な
く
学
び
体
験
出
来
る

支
援
と
し
て
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
等
、

独
自
の
施
策
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

市
で
も
検
討
す
る
時
期
で
は
。

	

教
育
格
差
解
消
へ
の
一
つ
の
方
策
と

考
え
る
が
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

引
き
続
き
、
調
査
、
研
究
を
重
ね
る
。

問答

	

今
年
７
月
開
催
の
保
護
者
交
流
会
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

	

市
教
育
セ
ン
タ
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
美
和
健
太
郎
氏
の
講
演
他
、
不
登

校
経
験
の
高
校
生
２
人
と
美
和
氏
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
。

	

次
回
の
交
流
会
を
希
望
す
る
声
も
あ

る
の
で
は
。
い
つ
開
催
と
な
る
か
。

	

実
施
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

	

昨
年
、
唐
竹
橋
バ
ス
停
近
く
に
信
号

機
設
置
の
要
望
が
署
名
と
共
に
市
長

と
飯
能
警
察
署
長
に
提
出
さ
れ
た
。

設
置
に
向
け
て
の
進
捗
を
伺
う
。

	

昨
年
１２
月
に
市
長
か
ら
署
長
宛
に
要

望
書
提
出
。
県
内
他
の
要
望
設
置
場

所
と
比
較
す
る
と
交
通
量
が
少
な
い

た
め
、
設
置
の
可
能
性
は
低
い
。

	

財
務
分
析
報
告
書
に
太
陽
光
発
電
事

業
の
窮
境
要
因
に
売
電
単
価
の
下
落

と
あ
る
が
、
２１
円
は
何
年
度
の
売
電

単
価
か
。

	

平
成
２９
年
度
の
単
価
が
２１
円
。

	

ア
カ
デ
ミ
ー
が
平
成
３０
年
１
月
提
出

の
事
業
提
案
書
の
事
業
収
支
シ
ミ
ュ

問答問答問答問答問

知的書評合戦「ビブリオバトル」のルール
出典：ビブリオ公式サイト

	

広
報
は
ん
の
う
の
未
配
付
世
帯
数
は

約
１
万
１
千
弱
。
配
付
率
は
７４
％
。

目
標
配
布
率
を
ど
う
考
え
る
か
。

	

紙
媒
体
は
現
状
水
準
を
維
持
。

	

全
国
的
に
自
治
会
の
負
担
、
高
齢
化
、

加
入
率
低
下
等
の
課
題
が
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
配
達
業
者

へ
の
委
託
事
例
が
あ
る
。
各
手
法
を

組
合
せ
配
布
率
を
上
げ
る
検
討
は
。

	

組
合
せ
で
の
検
討
は
し
た
こ
と
が
な

く
、
業
務
継
続
性
の
観
点
か
ら
必
要
。

	

配
布
担
当
が
で
き
な
い
事
を
理
由
に

高
齢
世
帯
が
自
治
会
を
退
会
し
情
報

が
届
か
な
い
等
の
意
見
が
市
長
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
出
て
い
る
。
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
全
面
切
替
等
の
検
討
は
。

	

負
担
は
認
識
。
配
送
箇
所
数
の
調
整

等
、
お
話
を
伺
い
柔
軟
に
対
応
す
る
。

	
図
書
館
が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催

し
た
が
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
。
子

ど
も
達
の
読
む
、
表
現
す
る
力
も
高

め
る
為
、
校
内
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

プ
レ
ゼ
ン
力
向
上
を
目
指
し
て
は
。

	

県
民
の
日
に
中
学
生
対
象
の
ビ
ブ
リ

問答問答問答問答

一般質問

長
谷
川　
順
子
（
無
所
属
）

不
登
校
の
親
の
会
の
進
捗
は

赤
沢
地
区
の
交
通
事
故
防
止
対
策

阿
須
山
中
の
事
業
破
綻
の
総
括
を

坂
井　
悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

広
報
は
ん
の
う
の
全
戸
配
布
化

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
活
用

教
育
支
援
に
つ
い
て

ＦＩＴ申請は２０１８年１１月、認定は翌年３月
出典：資源エネルギー庁
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滝
沢　
　
修
（
日
本
共
産
党
）

利
用
者
が
増
加
す
る
市
街
地
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
、
適
正
規
模
の
運
営

に
向
け
市
の
対
応
は
。

	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
１
支
援
単
位

は
概
ね
４０
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

埼
玉
県
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す

る
よ
う
、
守
れ
な
い
場
合
は
補
助
金

を
支
給
し
な
い
と
し
て
き
た
。
現
在

は
３
年
間
で
計
画
を
立
て
る
事
で
継

続
さ
れ
て
い
る
が
、
１
支
援
単
位
４０

人
と
し
て
い
る
の
は
、
支
援
員
が
集

団
の
活
動
を
指
導
で
き
る
規
模
と
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
児
童
１
人
に
つ

き
設
備
部
分
を
除
き
１
・
６５
㎡
以
上

の
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
現
状
は
ど
う
か
。

	

補
助
金
の
減
額
は
ク
ラ
ブ
の
運
営
に

大
き
な
影
響
が
あ
り
、
今
後
も
補
助

金
の
交
付
対
象
と
な
る
よ
う
施
設
整

備
な
ど
、
適
正
な
保
育
環
境
へ
の
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
６
年

生
ま
で
利
用
で
き
る
施
設
だ
が
、

５
・
６
年
生
の
利
用
を
控
え
て
い
た

だ
い
た
り
、
長
期
休
暇
の
時
に
限
っ

て
の
利
用
と
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ

る
。
必
要
と
す
る
家
庭
、
子
ど
も
た

問答問

ち
は
全
て
受
け
入
る
こ
と
が
必
要
だ
、

市
の
対
応
は
。

	

適
正
人
数
を
超
過
し
て
い
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

適
正
な
環
境
の
整
備
を
行
う
必
要
性

が
あ
り
、
学
校
施
設
等
を
活
用
し
た

施
設
整
備
を
優
先
的
に
進
め
る
た
め
、

教
育
委
員
会
や
小
学
校
な
ど
の
関
係

部
署
と
協
力
・
連
携
し
方
向
性
を
検

討
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
運
営
者
や

保
護
者
と
の
意
向
等
を
確
認
し
な
が

ら
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

放課後児童クラブの適正な環境整備を

	

豪
雨
災
害
が
常
態
化
し
て
い
る
。
土

砂
災
害
、
市
街
地
で
の
排
水
対
策
な

ど
災
害
対
策
が
で
き
て
い
る
か
。

	

県
は
時
間
当
た
り
１
１
０
ミ
リ
の
降

雨
強
度
を
基
準
に
道
路
側
溝
や
排
水

枡
の
設
計
を
し
て
い
る
。
豪
雨
対
策

と
し
て
、
高
麗
川
、
入
間
川
の
土
砂

の
浚
渫
工
事
と
護
岸
の
嵩
上
げ
な
ど

が
完
了
。
市
街
地
で
は
中
山
・
原
町

地
区
の
浸
水
対
策
と
し
て
浮
遊
物
除

去
ス
ク
リ
ー
ン
設
置
、
藤
田
堀
、
南

小
畔
川
の
浚
渫
、
浅
間
地
区
の
浸
透

ト
レ
ン
チ
敷
設
な
ど
進
め
て
い
る
。

	

豪
雨
、
暴
風
等
の
前
に
道
路
、
電
気
、

電
話
線
等
の
イ
ン
フ
ラ
周
辺
の
点
検
、

急
傾
斜
地
危
険
区
域
の
住
宅
地
な
ど

は
、
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
危
険
地

域
の
安
全
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
を
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、

他
市
で
導
入
し
て
い
る
防
災
ヘ
ル
パ

ー
制
度
を
導
入
し
て
欲
し
い
。

	

山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
は
日
頃
か
ら
危

険
区
域
を
把
握
し
、
治
山
、
地
滑
り

問答問答

の
点
検
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
。
広
大
な
山
林
を
抱
え
る
本
市
と

し
て
も
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

	

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
は
、

地
方
創
生
と
し
て
、
移
住
定
住
促
進

や
観
光
・
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
事

業
と
し
て
い
た
。
こ
の
事
業
者
が
破

綻
し
、（
株
）大
和
リ
ー
ス
が
事
業
を

継
承
す
る
が
、
事
業
の
ス
キ
ー
ム
が

変
わ
っ
た
中
で
、
市
民
に
説
明
責
任

を
ど
う
果
た
す
の
か
。

	

地
元
説
明
会
、
記
者
会
見
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り
、
ご
理
解

を
頂
き
た
い
。

問答

出典：北陸朝日放送

一般質問

新
井　
　
巧
（
日
本
共
産
党
）

し
っ
か
り
と
豪
雨
災
害
対
策
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
説
明
責
任
は
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公
費
学
習
支
援
員
を
配
置
し
た
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
（
不
登
校
児
童

生
徒
の
居
場
所
）
で
は
確
実
に
不
登

校
の
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
。
他
の

学
校
に
も
広
げ
て
ほ
し
い
。

	

教
育
委
員
会
で
は
他
の
学
校
に
つ
い

て
も
支
援
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
現

在
調
整
を
進
め
て
い
る
。

	

訪
問
介
護
の
報
酬
が
下
が
り
事
業
所

で
は
ヘ
ル
パ
ー
の
人
手
不
足
が
深
刻
。

市
と
し
て
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
実

施
し
て
ほ
し
い
が
。

	

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

	

元
加
治
駅
の
利
用
状
況
は
。

	

西
武
鉄
道
が
公
開
し
て
い
る
１
日
当

た
り
の
乗
降
者
数
で
、
令
和
５
年
度

は
約
７
，
０
０
０
人
。

	

移
住
定
住
的
視
点
、
人
口
増
加
策
と

し
て
見
込
ん
で
い
る
効
果
は
。

	

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
住
環

境
が
整
備
さ
れ
た
宅
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
等
利
便
性
が
向
上
す
る
。
立
地
適

正
化
計
画
の
居
住
誘
導
地
域
に
指
定

す
る
こ
と
で
移
住
定
住
促
進
に
拍
車

が
か
か
り
施
策
の
充
実
が
見
込
ま
れ

る
。
都
市
計
画
上
の
用
途
制
限
の
変

更
に
よ
る
店
舗
等
の
商
業
施
設
立
地

に
よ
る
活
性
化
も
見
込
ま
れ
る
。

	

事
業
内
容
の
想
定
は
。

	

駅
施
設
の
形
態
は
、
駅
前
広
場
の
位

置
・
規
模
等
に
応
じ
て
３
パ
タ
ー
ン

ほ
ど
検
討
し
て
い
る
。
一
つ
目
が

「
橋
上
駅
舎
化
」。
二
つ
目
が
「
既
存

駅
改
修
」。
三
つ
目
が
「
自
由
通
路
」。

	

協
議
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
飯
能
市
が
入
間
市
よ
り
も
多

く
の
費
用
負
担
、
も
し
く
は
費
用
の

問答問答問答問

ほ
と
ん
ど
を
負
担
し
て
で
も
進
め
る

く
ら
い
の
英
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
の
見
解
は
。

	

幹
線
道
路
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
宅
地
増
進
が
進
ん
で
き
た
飯
能

市
と
し
て
は
、
今
ま
さ
に
、
入
間
市

よ
り
も
多
く
の
費
用
を
投
資
し
て
で

も
見
込
ま
れ
る
効
果
を
獲
得
し
て
い

き
た
い
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
元
加
治

駅
周
辺
整
備
事
業
を
前
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答

元加治駅南側（本人撮影）

生徒に寄り添った支援員の配置が力に
<飯能第一中学校>　（本人撮影）

	

あ
る
小
学
校
で
は
担
任
の
先
生
が
長

期
休
暇
で
未
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

栄
養
教
諭
が
２
つ
の
学
校
を
掛
け
持

ち
し
て
い
る
。
特
別
支
援
学
級
介
助

員
が
２
年
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

教
員
の
長
時
間
労
働
も
未
だ
に
解
消

さ
れ
な
い
。
現
場
の
困
難
は
大
変
厳

し
く
驚
い
て
い
る
。
教
員
を
増
員
し

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

	

現
在
、
教
員
不
足
に
よ
り
埼
玉
県
の

臨
時
的
任
用
に
応
募
が
な
い
状
況
。

本
市
で
も
退
職
さ
れ
た
先
生
方
に
依

頼
し
県
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
の
採

用
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
折
衝
し

て
い
る
。
未
配
置
解
消
に
努
め
て
い

く
。
栄
養
教
諭
は
県
教
委
が
配
置
率

を
決
め
て
お
り
市
費
３
名
を
配
置
し

て
も
兼
務
解
消
は
難
し
い
。

　
　
特
別
支
援
学
級
介
助
員
の
配
置
に
は
、

一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
対
応
と
教
職
員
一
人
当
た
り
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
現
在
、

介
助
員
の
定
数
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

問答

一般質問

大
津　
　
力
（
参
政
党
）

元
加
治
駅
南
口
開
設
事
業
に
つ
い
て

金
子　
敏
江
（
日
本
共
産
党
）

教
員
不
足
で
学
校
現
場
の
困
難
加

速
！
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
経
営
困
難
な

ど
政
治
の
貧
困
質
す
！
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鳥
居　
誠
明
（
飯
能
み
ら
い
）

大
規
模
災
害
時
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

防
災
対
策　
避
難
所
に
女
性
相
談
員

の
配
置
を　
い
じ
め
防
止
策
な
ど

	

大
規
模
災
害
で
停
電
、
断
水
し
た
場

合
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
対
応
策
は
。

	

非
常
用
自
家
発
電
機
で
汚
水
処
理
機

能
確
保
出
来
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

	

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
損
壊
、
溢
水
し
た

際
の
応
急
処
置
は
ど
の
様
に
行
う
。

	

電
力
供
給
停
止
で
機
能
停
止
の
場
合

塩
素
減
菌
の
消
毒
処
理
し
放
流
す
る
。

	

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
損
壊
し
た
場
合
、

汚
水
処
理
は
ど
こ
で
行
う
の
か
。

	

仮
設
の
沈
殿
池
を
設
け
、
簡
易
処
理

機
能
を
確
保
し
対
応
す
る
。

	

仮
沈
殿
池
の
設
置
予
定
の
場
所
は
。

	

施
設
北
の
芝
生
用
地
、
旧
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
や
旧
水
処
理
施
設
を
使
う
。

	

災
害
時
汚
物
を
出
す
際
の
注
意
点
は
。

	

防
臭
の
為
二
重
と
か
防
臭
袋
使
用
を
。

	

避
難
所
で
の
女
性
被
害
等
の
声
を
あ

げ
難
い
。
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
。

	

女
性
の
市
民
避
難
班
員
を
配
置
す
る
。

	

災
害
時
の
女
性
問
題
検
討
チ
ー
ム
を

立
上
げ
問
題
処
理
手
順
等
の
研
修
を
。

	

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
務
め

る
。
子
ど
も
や
女
性
に
配
慮
し
た
避

問答問答問答問答問答問答問答

難
所
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

	

い
じ
め
の
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

	

令
和
５
年
度
小
学
校
７０
件
、
中
学
校

２９
件
で
年
毎
に
増
え
て
い
る
。

	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
は
ど
う
か
。

	
教
職
員
、
市
職
員
の
相
談
は
無
い
。

	
相
談
が
無
い
の
は
、
窓
口
が
無
い
、

垣
根
が
高
い
と
も
言
え
る
。
寝
屋
川

市
監
査
課
の
様
な
部
署
を
設
置
し
、

い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応

を
。

	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
権
問
題
。
教
育

委
員
会
や
外
部
の
第
三
者
も
関
わ
る

窓
口
、
体
制
等
を
今
後
研
究
し
た
い
。

問答問答問答

浄化センター 出典：飯能市ＨＰ

出典：第5次飯能市総合振興計画（基本構想）／土地利用構想図

	

道
路
冠
水
し
た
高
麗
川
の
浚
渫
工
事

の
効
果
に
つ
い
て
。

	

井
上
地
内
、
虎
秀
地
内
、
平
戸
地
内

３
箇
所
で
実
施
し
、
一
定
の
効
果
に

つ
な
が
っ
た
。

	

東
吾
野
橋
の
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
地

域
の
方
の
利
用
活
用
に
つ
い
て
。

	

埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
河
川
の
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
避

難
行
動
等
に
役
立
て
ら
れ
る
。

	

東
日
本
大
震
災
の
時
に
学
校
給
食
が

提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
学

校
に
非
常
食
の
備
蓄
を
。

	

奥
武
蔵
小
中
学
校
で
導
入
の
検
討
を

保
護
者
の
方
々
と
進
め
て
い
く
。

	

適
正
人
数
４０
人
を
超
え
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
対
応
に
つ
い
て
。

	
学
校
施
設
等
を
活
用
し
た
施
設
整
備

を
優
先
的
に
進
め
、
ご
意
見
等
を
伺

い
な
が
ら
現
在
進
め
て
い
る
。

	

飯
能
駅
か
ら
吾
野
駅
延
伸
開
通
か
ら

今
年
で
９５
周
年
の
西
武
池
袋
線
の
車

窓
や
車
か
ら
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い

て
。

問答問答問答問答問

	

山
間
地
域
の
自
然
景
観
資
源
と
歴
史

景
観
資
源
な
ど
の
融
和
に
よ
り
眺
望

が
美
し
く
交
流
人
口
増
加
に
寄
与
し

て
い
る
。

	

市
域
を
ゾ
ー
ン
・
エ
リ
ア
に
分
け
て

取
り
組
む
都
市
景
観
計
画
に
つ
い
て
。

	

宮
沢
湖
周
辺
地
区
を
「
景
観
形
成
重

点
地
区
」、
ゆ
と
り
あ
る
良
好
な
住

宅
地
域
の
美
杉
台
や
永
田
台
で
は
か

き
柵
や
外
構
の
制
限
、
農
あ
る
暮
ら

し
の
南
高
麗
地
区
で
は
建
築
物
の
構

造
や
自
然
環
境
と
調
和
し
た
景
観
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

答問答

一般質問

パ
タ
ソ
ン　
ひ
と
み
（
参
政
党
）

河
川
の
氾
濫
防
止
対
応　
災
害
時
の

給
食
の
備
え　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て　
車
窓
か
ら
の
景
観
づ
く
り
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現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
な
い
。

	

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み

状
況
は
。

	

各
学
校
と
も
充
分
に
取
組
ん
で
い
る

と
は
言
え
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

相
乗
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
し
っ
か
り
と
研
究
し
、
各

学
校
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

	

部
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
は
。

	

計
画
策
定
に
動
き
始
め
て
い
る
。

	

保
育
士
代
替
職
員
の
特
例
配
置
を
本

市
も
条
例
化
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

	

条
例
等
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

答問答問答問答

埼
玉
県
と
の
協
議
を
開
始
し
た
。

	

市
長
は
、
何
ら
か
の
事
業
目
標
に
つ

い
て
説
明
責
任
が
あ
り
、
力
強
い
コ

ミ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

	

大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

イ
ー
グ
ル
バ
ス
は
宮
沢
小
久
保
青
木

中
居
中
山
地
区
住
民
の
生
活
路
線
だ
。

足
の
確
保
を
図
る
た
め
の
協
議
を
。

	

重
要
な
路
線
で
あ
る
。
飯
能
駅
北
口

と
宮
沢
バ
ス
停
留
所
ま
で
の
生
活
路

線
と
し
て
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

問答問答

	

台
風
１０
号
の
影
響
で
土
砂
災
害
や
水

災
害
の
危
険
度
が
高
く
な
っ
た
。
本

市
に
も
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
警
戒

レ
ベ
ル
４
相
当
が
出
た
。
し
か
し
災

害
対
策
本
部
の
設
置
も
な
く
避
難
情

報
も
発
出
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
。

	

土
砂
キ
キ
ク
ル
、
市
内
雨
量
計
数
値

を
確
認
。
新
井
市
長
、
町
田
副
市
長

と
協
議
し
た
上
で
判
断
。
避
難
情
報

の
発
令
は
、
基
準
を
参
考
に
気
象
予

測
な
ど
を
含
め
総
合
的
に
判
断
し
発

令
に
至
ら
な
か
っ
た
。

	

市
民
に
、
よ
り
多
種
多
様
な
手
段
で

情
報
提
供
を
す
る
べ
き
で
は
。

	

検
討
し
て
い
く
。

	

教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
は
簡

単
な
概
要
の
み
で
公
開
内
容
が
不
十

分
で
は
な
い
か
。

	

詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
い
形
で
公
表

で
き
る
よ
う
検
討
開
始
し
て
い
る
。

	

就
学
援
助
制
度
の
申
請
書
は
要
不
要

に
関
わ
ら
ず
全
児
童
生
徒
の
世
帯
が

提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

問答問答問答問

	

市
長
公
約
で
区
画
整
理
の
加
速
化
を

約
束
し
た
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
。

　
　
生
活
路
線
の
イ
ー
グ
ル
バ
ス
の
路
線

改
定
に
よ
る
公
共
交
通
の
存
続
と
在

り
方
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
ま
ず
区
画
整
理
事
業
に
関
わ
る
阿
須

小
久
保
線
の
事
業
進
捗
と
見
通
し
は
。

	

双
柳
南
部
か
ら
岩
沢
地
区
の
骨
格
と

な
る
道
路
で
あ
る
阿
須
小
久
保
線
は

令
和
９
年
度
末
の
全
線
開
通
に
向
け

整
備
が
進
捗
し
て
い
る
。

	

平
成
２１
年
に
埼
玉
県
の
都
計
審
で
土

地
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し
案
が
承

認
。
事
業
期
間
を
２０
年
と
し
整
備
手

法
を
見
直
し
た
。
そ
の
財
政
上
の
効

果
は
ど
の
程
度
か
。

	

約
３
４
０
億
円
の
将
来
負
担
額
が
削

減
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

	
机
上
の
削
減
見
込
み
額
で
あ
り
注
意

が
必
要
。
事
業
完
了
の
期
限
は
令
和

１０
年
で
あ
る
が
、
今
後
の
事
業
の
見

通
し
は
。

	

令
和
１０
年
度
ま
で
に
事
業
完
了
は
大

変
困
難
な
状
況
で
事
業
期
間
延
長
等
、

問答問答問答

地域住民のために、生活路線の確保を

一般質問

出典：総務省ホームページ

加
藤　
由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

都
市
計
画
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と
、

公
共
交
通
の
イ
ー
グ
ル
バ
ス

路
線
改
定
に
つ
い
て

中
元　
　
太
（
公
明
党
）

防
災　
避
難
所
に
つ
い
て

教
育　
部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど

保
育　
保
育
士
等
の
特
例
配
置
は



市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出 

（
９
月
定
例
会
）

請　

願

陳

情

阿
須
山
中
の
市
有
地
を
賃
貸
借
し

た
事
業
者
の
事
業
破
綻
に
伴
い
事

業
承
継
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に

基
づ
く
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求

め
る
請
願

母（
王
乖
彦
）が
中
国
で
不
法
に
逮

捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
陳
情

飯
能
市
内
の
公
共
施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
測
定
に
関
す
る
陳
情

提
出
者

�

五
十
嵐　
勉

�

不
採
択（
多
数
）

提
出
者

�

張　
一
文

提
出
者

�

成
毛　
正

先進事例の調査視察

 

愛
知
県　
尾お

わ
り
あ
さ
ひ

張
旭
市
（
７
月
２４
日
）

　
議
員
間
討
議
・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
尾
張
旭
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
６
月

か
ら
議
員
間
討
議
を
運
用
し
て
お
り
、
常

任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
で
議
員
間
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、「
議
会

基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

平
成
２９
年
６
月
か
ら
平
成
３０
年
８
月
の
間
、

計
１４
回
の
会
議
を
開
催
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
及
び
公
表
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
策
定
さ

れ
た
。

　
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
綱

を
制
定
し
、
毎
年
度
３
～
４
団
体
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
議
長
が
開

催
す
る
か
ど
う
か
を
各
派
代
表
者
会
に
諮

り
決
定
し
、
内
容
や
役
割
分
担
な
ど
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
議
会
報
告
会
実
行
委
員

会
の
中
で
協
議
し
、
準
備
や
当
日
の
運
営

は
、
基
本
的
に
議
員
が
行
い
、
全
議
員
が

参
加
し
て
い
る
。

　
滋
賀
県　
野や

洲す

市
（
７
月
２５
日
）

　
議
員
間
討
議
・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
、
平
成
２４
年

４
月
か
ら
８
月
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
、
①
各
委
員
会
及
び
予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

分
科
会
、
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
に
お

い
て
議
員
間
討
論
を
行
う
こ
と
。
②
議
員

間
討
論
は
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た
各
議
案

の
質
疑
終
了
後
に
行
う
こ
と
。
③
討
論
は
、

各
委
員
長
か
ら
の
宣
告
に
よ
り
始
め
る
こ

と
。
④
あ
く
ま
で
、
形
式
張
ら
ず
活
発
な

討
論
を
目
指
す
こ
と
。
な
ど
を
協
議
し
、

平
成
２４
年
９
月
か
ら
修
正
案
、
決
議
、
請

願
に
つ
い
て
、
委
員
間
討
論
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
平
成
２２
年
９
月
に
は
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
議
会
報
告
会
・
出
前
懇
談
会
・

議
会
懇
談
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
両
市
議
会
の
取
り
組
み
は
、
市
民
と
の

接
点
や
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
市
議
会
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
有
意
義
な
参
考
事

例
と
し
て
今
後
の
飯
能
市
議
会
に
お
け
る

推
進
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
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野洲市を視察

　８月6日（火）に開催された、りそなキッズマネーアカデミーでは、
飯能市議会議場の見学、市議会事務局職員による議場内の説明、
その後に市長、副議長からそれぞれ市役所や市議会の役割を話
しました。子どもたちから、市長と副議長に忌憚のない活発な
質問が多くありました。
　また、休憩時間には、議長席にも座ることができ、子どもた
ちにとって貴重な体験となったようです。

りそなキッズマネーアカデミー



　今夏のパリ五輪・パラリンピックでは、多くの日本人
選手の活躍による勇気と感動の場面に出会うことができ
ました。とくに、パラリンピックでは出場した選手たち
の言葉がとても印象的でしたが、スポーツが勝敗だけで
ないことにあらためて気づかされました。市内でも徐々
に地域行事が再開しつつありますが、各地域でスポーツ
を通じたイベントが自治会、スポーツ協会を始め各種団
体によって行われております。いずれも多くの市民・地
域の皆様が気軽に参加できるものとなっています。気温
も下がる時期となりますが、健康維持と体力増進、そし
て気の合う仲間づくりにとこの秋、足を運んでみてはい
かがでしょうか。	 （栗原）

☎
	042-973-	2686　

«編
集
»
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
1-1

※
ﾕ
ﾆ
バ
ｰ
ｻ
ﾙ
デ
ザ
ｲ
ﾝ（
UD
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
ｲ
ﾝ
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

No.173

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）11/1~11/4､11/15~11/18､12/1~12/4､12/13~12/16､12/28~12/31､1/11~1/14
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711　（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

議会を調べよう！

次回の12月定例会は

11月29日開会予定
会期日程等は11月26日頃内定します。

●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

採決するって
どういうこと？

議案などについて、議長が
各議員の賛成・反対の意思
表示（表決）を求め、それを
集計することだよ。

編集後記 表紙の風景

　バスに揺られて名栗ふるさとまつりへ。
お昼過ぎの会場では、地元ならではの物産
品や飲食物が並び、ステージ発表もあって、
多くの人で賑わっていました。お店の方と
も話が弾み、秋空の下、心もお腹も満たさ
れました。	 （長谷川）

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

令
和

6(2024)年
　

　
　

11月
1日

号
«発
行
»
飯
能
市
議
会

広報委員 委 員 長 パタソンひとみ　
 副委員長 栗原　義幸
 委　　員 長谷川順子　関田　直子　滝沢　　修

埼玉県内各市で巡回展示されている埼玉県内各市で巡回展示されている
 植樹祭のシンボル「木製地球儀」 植樹祭のシンボル「木製地球儀」


